























































































































































































































































































































｝???????ー｝? ??? ｝? ?????























































??????????????????????????????? ??? ?? ???‐ ‐ ‐ ‐??? ???? ，???? ， ， ， ??， ???
日本語学概論A
日本語学概論B
日本語の語彙・意味
日本語の文字・表記
日本語の音韻
日本語学特殊講義A
日本語学特殊講義B
日本語史A
口本語史B
日本語史演習
意味論演習
言語学概諭A
言語学概諭B
音声学
言語学演習
言語学特殊講義
? ?? ???????
｢言語」
16科[l中
l8fil位
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こうして，教育学部日本語・日本文化教育コースは，2008年度に国際学類日本・日
本語教育コースがスタートするまでの8年間に1期生から8期生までの100名弱の卒
業生を送り出したが，そのうち，一般就職公務員，学校教員（中学．高校の国語．
英語教員）等のほかに，そう数は多くないものの日本語教育関係にも着実に人材を送
り出してきた｡注25
そして，この表2の主専攻カリキュラムは，国際学類発足に伴う日本語教育を専門
とする専任教員の着任もあって，深澤他(2013)に掲載した表lの現在の国際学類日
本・日本語教育コースでの日本語教育主専攻カリキュラムのように，「言語と教育」よ
り発展的に受け継がれることとなった注26。
（文責：加藤）
Ⅳ金沢大学における取り組み
ここまで述べてきたように，金沢大学では，大学全体のグローバル人材養成の方針
とともに，教育学部時代から続く日本語教師養成プログラムを土台にして，人間社会
学域国際学類の中に日本・日本語教育コースが設置され，本格的な日本語教師養成が
開始されるようになった。このコースでは，グローバル化する現代社会における質の
高い日本語教師の需要に適合したカリキュラムの提供が大きい目的である。
2012年度末で2回学生を卒業させ,現在,1期生の中に日本語教師を目指して大学院
に学ぶ学生が存在している。直接日本語教師にはならなくとも，自治体職員として国
際交流に携わる学生なども出てきているが，その成果の全体像がはっきりするまでに
は，まだ数年かかるであろう。しかし，毎年，日本語教師に興味を持ち，授業の他に
も，様々な活動に参加する学生は増えてきており，今後が期待されるところである。
（文責：深澤）
【注】
l深澤のぞみ・加藤和夫（国際学類)，志村恵（国際機構留学生センター長・国際学類）
2総務省は,2006年に，外国人住民が増加している状況に鑑み，多文化共生社会推進プランの策定や報告
書の作成を行った。
http:"www.soumu.gojp/kokusai/pdfｿsonota_b6・pdf
3文部科学省が主催した「産学連携によるグローバル人材育成推進会議」の最終報告書『産学官によるグ
ローバル人材の育成のための戦略』（平成23年4月28日）による。
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http:"www.mext.gojp/b_menu/houdou/23/01/1301383.htm
『平成12年3月文化庁・日本語教員の養成に関する調査研究協力者会議報告』の「日本語教育のための
教員養成について」による。
http:"www.bunka.gojp/file｣/1000010841_reference3.pdf
http://www.pref.ishikawa.lgjp/kokusai/tabunka/shishin/documents/zenbun.pdf
国際学類日本・日本語教育コースでは，「国際学類の他コースとも連携しつつ，グローバル化する現代
社会をマクロな視点から理解し，外国語コミュニケーション能力を身につけるとともに，日本や日本語
についても深い理解と知識を持った国際人（特に国内外の国際交流分野や日本語教師として活躍できる
人材）を育てたい」とある。
http:"sis.w3kanazawa-u.acjp/courseljapanese.html
｢グローバル人材育成戦略」（グローバル人材育成推進会議審議まとめ）
http:"www.kantei.gojpljp/singi/global/1206011matome.pdf
時を同じくして文部科学省においてとりまとめられた「大学改革実行プラン～社会の変革のエンジン
となる大学作り～」においても，「グローバル化に対応した人材育成」が大学改革の方向性として示さ
れている。
http:"www.mext.gojp/b_menu/houdou/24/06/_icsFiles/afieldfile/2012/06/05/1312798_O1-3.pdf
｢グローバル人材育成戦略」2ページ
http:"wwwkanazawa-u.acjp/umversity/constimtion/index.html
http://www.adm.kanazawa-u.acjp/ad_kikaku/file/24cyu_mokuhyou.pdf
http:"www.adm.kanazawa-u.acjp/ad_kikaku/actionplan/main.htm
大学が担うべきグローバル人材の育成とは，単に日本人学生をグローバル人材に育てるということだけ
ではなく，留学生に対するグローバル教育をも含むはずである。なぜなら，人は外国人であるというこ
とだけでグローバルな視点をもっているわけではないからである。
現在策定中。
第一期中期目標・中期計画(2004年～09年）では3学域16学類への教育課程の改革を行い，国際化・グ
ロー バル人材育成の中軸を担うべく，人間社会学域国際学類を設置した(2008年度)。国際学類の教育
目標は，「グロー バル化が進んだ21世紀に，国際社会への洞察力を持ち，異文化とのくしなやかな共生＞
を実現できる真の国際人を育成することを目的とし，外国･異文化への関心と探究心，コミュニケーショ
ン能力を持ち，将来国際的業務で活躍できる人材を育てる」ことである。
｢グローバル人材育成戦略」8ページ。
｢社会人基礎力」とは，「前に踏み出す力｣，「考え抜く力｣，「チー ムで働く力」の3つの能力(12の能力
要素）から構成されており，「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」
である。
http://www.meti.gojp/policy/kisoryoku/about.htm
｢金沢就業塾」パンフレット
http://ghp.adm.kanazawa-u.acjp/wp-content/uploads/2011/02/d725057344a506eaSce42c98262c5651.pdf
国際学類のカリキュラムマップおよびカリキュラムツリーに関しては以下のサイトを参照：
http:"wwwkanazawa-u.acjp/students/cpdp/cpdpjinkokusai.html
国際学類教員および学生を中心とした金沢市（毎週火曜日午後）および小松市（毎週日曜日午後）にお
ける多文化を背景とする子どもたちへの学習サポート活動（日本語指導を含む）はその一例と言えよう。
また，留学生との交流団体KISSAなどの活動もそうしたものとして挙げられよう。
前述の学習支援や留学生交流団体の活動に加えて，留学生家族への日本語教育支援，医学系日本語補講
4
??
7
?????
????
????
l7
l8
19
20
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授業への参加なども挙げられよう。
21本稿で言及する日本語教員養成カリキュラムにおける「日本語教育主専攻」及び「日本語教育副専攻」
とは，大学における日本語教員養成に関して文部省が1985年に発表した「日本語教育施設の運営に関す
る基準について」の「l.大学（短期大学を除く）において日本語教育に関する主専攻（日本語教育科
目“単位以上）を修了し，卒業した者」の単位数，「副専攻」とは，「2．大学（短期大学を除く）にお
いて日本語教育に関する科目を26単位以上修了し（副専攻)，卒業した者」の単位数に準拠したカリキュ
ラムを指している。
22当時の日本語教育副専攻カリキュラムの履修者からは，本格的な日本語教師を目指して外部の大学院に
進学し，海外の大学での日本語教師を経験した後に博士の学位を取得し，某国立大学の専任教員になっ
た卒業生や，本学大学院修了後に科目等履修生として副専攻資格を取得し，日本語教育能力検定試験に
も合格して，現在，金沢大学ほかの大学で日本語教師（非常勤）として活躍している卒業生もいる。
23教育学部生でありながら教員免許を取得しないことを前提とする課程のこと。
24合格率2割程度の日本語教育能力検定試験であるが，受験した本コース生は，毎年コンスタントに5割
程度の合格率を維持していた。
25日本語・日本文化教育コースの1期生から8期生で卒業後，日本語教育関係の仕事に携わっている卒業
生は,l期生2名,2期生1名,3期生1名,4期生4名,5期生2名,6期生4名,7期生1名,8期生3名
となっている。
26表2から分かるとおり，教育学部時代は入学時から日本語・日本文化教育コース生として入学し,l年
次にコース専門科目の基礎科目（｢日本語学概論A･B」および「日本語教育学概論A｣）を履修し,2
年次から順次各論へと進む形になっていたが，現在の国際学類カリキュラムでは，学域・学類制の目玉
の一つでもある経過選択型カリキュラムによって，主専攻カリキュラムの履修が可能な日本・日本語教
育コースへの所属がl年次の最後でしか決まらないことと，コース専門科目が2年次以降にしか開講で
きなくなったことで2年前期から概論系科目と各論系科目を平行して開講せざるを得なくなっている
ことなどから，入学当初から日本語教師を目指している学生を除いて，日本語教師への動機付けがやや
遅くなっていることが問題となっている。
【参考文献】
深澤のぞみ・太田亨・峯正志(2013)｢グロー バル人材養成としての日本語教師養成その実践と成果」『留
学生センター 紀要』第16号,pp.63-79
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TheTrainm窪Courseo剛apaneseLanguagenacher
asGlobalHumanResourceDevel叩ment
NozonFukasawa,KazuoKatoandMegumiShimura
Abstract
Globalizationcomestobethoughtasimportantwithsocialvariousaspects・TheJapanese
SmdiesCourse,theSchooloflnternationalSmdiestrainsJapaneselanguageteachersin
cooperationwithlnternationalStudentCenter.Thecoursehasasitsobjectivenotonlythe
teachingoftheskillstoconductJapaneselanguageeducationfbrfOreignleamersbutalsothe
trainingofthepersonneltoconmbutetotheglobalizationofJapan.Itdoessobyusing
Japaneselanguage,aswellasthroughtheteachingandthesupportofJapaneselanguage.It
alsohasthefUnctionofnurturingthepersonnelofglobalperspectivestorespondtotheneeds
ofthisage.
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